多彩な経過を呈した褐色細胞腫の一例 by 四方 達郎 et al.
1996年1月 第36回　東京医科大学内分泌代謝研究会
4．多彩な経過を呈した褐色細胞腫の一例
（外科学第二）
四方達郎，長田鉄也，本保秀三，平山哲三，
石川幹夫，石丸　新
　症例は65才女性。従来より高血圧、発作性心房細動、連合
弁膜症にて八王子医療センター通院中であった。平成5年、
偽腔閉塞偉大動脈解離と診断されている。その後血中カテ
コールアミンの高値を認め、褐色細胞腫の疑いにて当院入院
となった。腹部CTにて右副腎内側に40mm大の腫瘍を認め、
1311－pheo　MIBGシシチにて同部位への集積像を認めた。入
院時心電図ではSinus　Rhythmであったが入院中に頻回に上室
性頻脈発作をおこし、Holter　ECGでは心房内リエントリー性
頻拍と、wandering　pacemakerとの診断であった。平成7年
8月7日腫瘍摘出術施行後、カテコールアミン濃度正常化し、
腹部CT、　RI一シンチグラフィ上腫瘍の残存は認めなかったが、
上室性頻脈発作は術後も認められた。
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6．稀有な組織型を呈した甲状腺腫瘍の一例
（外科学第五）
小崎浩一，松野直徒，内山正美，長尾　桓，小崎正巳
　悪性線維性組織球腫（MFH）は、成人の軟部悪性腫瘍のうち
で、最も頻度の高いもので、その予後は不良である。しかし
ながら、甲状腺組織から発生したMFHの報告はほとんどなく、
稀有なものと考えられている。今回われわれは右甲状腺腫瘍
にて右葉切除を行い当初線維肉腫と診断され、その後リンパ
節再発し郭清した組織がMFHと診断された症例（79歳、女性）
を経験した。HE染色では、最初に切除した腫瘍はほとんどが
線維組織で細胞成分が認められず、一部に線維芽細胞様細胞
が認められた。次に郭清したリンパ節の組織をみてみると大
型の組織球様細胞と線維芽細胞様細胞からなっていた。現在、
特殊免疫染色を行い、当初の甲状腺線維肉腫と再発リンパ節
の悪性線維性組織球腫との関係について検討中である。
5．下垂体近傍炎症性疾患のMRI像の検討
（脳神経外科）
小島洋一，山田裕二，西岡　宏，伊東　洋
　下垂体近傍炎症性疾患のMRI像を検討した。疾患の内訳は、
リンパ球性下垂体炎4例、下垂体部sarcoidosis　1例、abscess
2例の計7例である。
　検討項目はMRIのTl　T2　Gd　enhancementのcharactor，
suprasellar　extensionの有無、下垂体後葉のHSIの有無、
stalkの肥大の4項目である。
　結果、リンパ球性下垂体炎では前葉に限局している場合に
は、下垂体腺腫とよく類似し鑑別は困難と考えられた。後葉
に炎症が波及している2例はTlでHSIの消失、　stalkの肥大が
あった。これは下垂体性尿崩症のMRI像であり今回の2例も
DIを合併していた。またsarcoidosisにもこれと同様な所見
が認められた。pituitary　abscessでは、ringlike　enhancement、
nivou等の形成を呈しており他の疾患と比較して鑑別の上で
重要であると考えられた。
7．副腎由来物質ジメチルピラチンの雌性ラット
　　生殖関連臓器に対する作用
（東京薬科大学）
山田健二，太田明広
　私共は、2，5－dimethylpyrazineに幼若雌ラットの膣開
口日を遅延させる作用があることを見い出して以来、卵巣、
子宮の機能に及ぼす効果についても研究して来た。今回、3，
6－dimethylpyrazine－2－thiol（DMP－SH）を合成し、実験に供
したところ子宮重量増加抑制、血中estradio1値低下を観察
した。この作用はandrostenedioneの連続投与によって起こ
る子宮重量増加に対して、aminoglutethimide程ではなかっ
た 有意にその増加を抑制していた。またPMSGで刺激した卵
巣を用いたestrogen生成に対する作用ではestradiolの生成
を低下させていた。
　以上の結果よりDMP－SHはestrogen生合成過程に働きかけ、
子宮重量増加抑制作用を発現しているものと考えられた。
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